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幹  事　小林　達郎

会  長　中田　盛夫

［開会］ 

［開会点鐘］ 

［国歌・ロータリーソング斉唱］ 

君が代・奉仕の理想 

［ロータリーの目的唱和］  

［四つのテスト唱和］  

［ビジター紹介］  

本日のお客様 

塙保己一物語劇化実行委員会 

委員長       副委員長 

竹並万吉様     荒井一夫様   戸塚道男様  

 

 

 

 

 

幸手市教育長      幸手ロータリークラブ 

山西 実様      会長  三牧信吾様 

 

 

 

 

 

群読劇出演者        群読劇音響・照明担当 

斉藤 奏君 斉藤 勇様  小沼光一様  中島裕太様 

 

 

 

 

日本保健医療大学 RAC 

 佐藤奏絵さん      関 将希さん 

 

 

 

 

 

米山記念奨学生       青少年交換学生 

林 筱軒さん        フェルナンド君 

 

 

 

 

幸手市社会福祉協議会 

野川昌仁様     荘司 隆弘様 

 

 

 

 

 

［結婚月・誕生月のお祝い］ 

１０月結婚月・・・印田博秀会員・金子卓司会員 

 

 

 

 

 

 

 



１０月誕生月・・・印田博秀会員・井上 亮会員 

 

 

 

 

 

 

 

［会長挨拶］ 中田盛夫会長 

みなさんこんばんは。本日は、塙保己

一についての卓話例会に、講師として

塙保己一劇化実行委員会 会長竹並

様、荒井様、また、本日は出演者とし

て、山西教育長、幸手ロータリークラブ三牧会長、斉藤

奏君、斉藤勇様、日本保健医療大学ローターアクトの

皆様、幸手市社会福祉協議会 野川様、荘司様、本日

はお越しいただきありがとうございます。会を代表し厚く

御礼申し上げます。さて、本日は竹並様、荒井様に保

己一について卓話いただきます。もうすでに、11/26 の

群読劇に向けて練習しているところではございますが、

今日の勉強会でもっともっと塙保己一を知っていただき、

各役どころになりきった 1 群読劇が開催できればと思い

ます。「世のため後のため」と保己一が残してくれたこと

を、我々も同じように次の世代に伝えていけるようお願

いし、会長挨拶とさせていただきます。 

本日もよろしくお願いします。 

 

[幹事報告] 小林達郎幹事 

① 幸手ロータリークラブとの合同例会 

  10 月 11 日(水) 18 時登録、 

18 時 30 分点鐘。 

  幸手市緑台「宝屋」 

②群読劇リハーサルについて 

 １１月２５日(土) １７時より、幸手市北公民館。 

 

[委員会報告] 

ローターアクト委員会 井上 亮委員長 

皆様、こんばんは。今週、日本保健医

療大学 RAC の例会があります。 

日時；１０月５日(木)18：00～19：00 

場所；日本保健医療大学内 中講義室１ 

大勢の会員の皆様のご参加をお願い致します。 

 

[米山記念奨学生奨学金授与]  

米山記念奨学生 林 筱軒さん 

皆様、こんばんは。台湾出身の留学生 林 筱軒と申し

ます。先週の焼き肉例会はとても楽しかったです。大学

では今月２３日～京都に行きます。たくさんの世界遺産

を観てきます。楽しみにしています。皆さん、ありがとう

ございます。 

 

 

 

 

 

 

[青少年交換学生スピーチ] 

青少年交換学生 フェルナンド君 

こんばんは。僕の名前はフェルナンドです。アメリカから

来ました。９月３０日に筑波山を登りました。JAXA を見

学しました。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

[幸手市社会福祉協議会よりご案内] 

社会福祉法人  

幸手市社会福祉協議会  野川昌仁様・荘司 隆弘様 

 皆様こんばんは。幸手市社会福祉協議会事務局長を

しております野川と申します。本日は例会の貴重なお

時間を頂戴いたしまして、幸手市社会福祉協議会の

PR とお願いに上がらせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

先ずは、お配りした資料については、封筒の中に４部



の資料が入っておりますのでご確認ください。 

社会福祉協議会（社協）の活動について。 

住み慣れた町で、だれもが安心して住める街づくりを目

指して、様々な福祉に関する事業を行う民間の団体で

す。行政だけでは手が置き届かないこともありますので、

その部分をカバーしていくための団体です。 

財源について。 

市民の皆様からいただいた会費や寄付を財源に充てさ

せて頂いております。頂きました会費はすべて社会福

祉に充てておりまして、職員の給与となっているわけで

はございません。職員の人件費については市からの補

助金で賄っております。 

社協の事業について。 

社協に対するニーズは、年々多くなってきており、事業

は増えておりますが、会費等の収入財源が減ってきて

おります。一人でも多くの方々にご協力を頂き、困って

いる方々の福祉事業に充てさせて頂ければと思ってお

ります。宜しくお願い致します。 

今後は幸手中央ロータリークラブ様の会員の皆様のと

ころにもお邪魔させていただきたいと考えております。

ロータリークラブの皆様には、社協の現状をご理解頂き

まして、是非ともご協力をよろしくお願い致します。 

 

［本日の例会］ 

創立２０周年記念事業実行委員会 

    印田博秀委員長 

皆様、こんばんは。本日はたくさんの

客様にお越し頂きまして有難うございます。11 月 26 日

(日)塙保己一物語群読劇を上演させていただきます。

お一人お一人の役が決まっておりますので是非ご協力

いただいて大成功のうちに終わらせたいと思っておりま

す。本日は本庄市から委員長さん、副委員長さん、委

員の方々にお越し頂いております。お話をじっくり聞か

せていただき、弾みをつけたいと思っております。どう

ぞよろしくお願い致します。 

 

☆塙保己一物語劇化実行委員会  

委員長 竹並万吉様 

皆様、こんばんは。本日は、立派な例

会場にお招きいただきまして厚く御礼

申し上げます。私は本庄市に生まれ育ち、あと数日で

78 歳になります。私に人生でこの人に出会えてよかっ

たと思えるのがこちらの高木康夫さんです。私が埼玉

県議会に 20 年ほどいる時に高木さんは教育委員長と

して大活躍なさった方です。たまたま青年会議所の会

合で出合って、今、やっていること（塙保己一物語）につ

いて話をしましたら、早速、取り上げさせていただけま

すかということで、今回、ロータリークラブの 20 周年記

念事業で取り上げて頂けることになりました。大変心強

く有難く思っております。塙保己一先生はいろいろな角

度で評価されておりますが、一番の功績としてはヘレ

ン・ケラーを世に送り出す元となったことだと思います。

また、「群書類従」のお陰で今の小笠原諸島が日本の

領地として認められることになりました。保己一先生の

お陰で日本の伝統文化・歴史がキチンと守られ、それ

が生かされて今日があるのだと思います。保己一先生

のすばらしさを是非皆さんも劇を通じてご理解していた

だけると有難いと思います。このあと、保己一の研究を

続けて来られている荒井先生にお話をしていただきま

す。１１月２６日がしっかりと楽しくできますよう心からお

祈りいたします。本日はお招き有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆塙保己一物語劇化実行委員会  

副委員長 荒井一夫様 

皆様、こんばんは。ただ今ご紹介にあ

ずかりました荒井一夫と申します。今

日は、塙保己一７６年間の人生で極めて重要な部分に

ついてお話させていただきます。 

≪埼玉の偉人 塙穂吉について≫ 

延享３年(１７４６年)～文政４年（1821 年） 

はじめに 

 塙保己一事績や伝記は、これを聞いたり、読んだりす

るごとに、驚嘆の念を新たにする。しかしながら、七歳

で明を失ったという人がどうして文字を知り、読んでもら

うことを理解し、一字一句の誤謬を正し、異同を明らか



にするという校訂を成し遂げ、諸生を集めて古典の講

義をするということができたのであろうか、今もって疑問

であり、私凡人にはわからないとことだらけである。 

 保己一についての書籍等は、現在までに 60～70 冊

はでている。なかでも「温故堂塙先生伝」（門人 中山

信名撰）と「塙前総検校年譜」(息子 四男史郎忠宝)は

最も信頼できるものであり、多くの書籍はこれらを参考

にしているといってよい。 

1 生いたちや家族関係について 

 ★幼少期から江戸への旅立ち 

  心やさしい、賢いこども、両親の深い愛情、肝の病、

桐淵病院、龍清寺住職、旗本・永嶋恭林（ゆきも 

  と）、傍示堂村名主・内野伝左衛門中山道を通って

江戸へ、巾着に 23 文(現在の 500～1,000 円程度) 

 ★師匠との出会い 

  四谷・雨富検校（当道座）に入門…鍼・按摩、琵琶・

三味線・琴、金貸し修業が身につかず⇒自殺を決意

⇒師匠に本心を打ち明ける「学問をしたい」…「好き

な道に進むことは結構なこと、ただし、博打と盗みは

駄目だ。」 

  旗本・松平乗尹（のりただ）⇒萩原宗固（国学・和歌）

⇒加茂真淵（六国史等）、川島貴林（神道・漢学）、                    

山岡妙阿（まつあきら）（律令）、品川東禅寺孝首座

（中国の簡単な医学） 

  体調が優れぬ状況をみかね、師匠に代わって伊勢

神宮に行かせる（5 両、郷里の父と） 

 ★荻野氏・塙氏系譜 

 ★北天満宮を詣で以来、守護神とし、寅の刻に起きて

般若心経を読誦し祈願。般若心経巻数帳（館所

蔵） 

 ★盲人社会（当道座）での階級 

  総検校⇐検校⇐別当⇐勾当⇐衆分・座頭 

  官位に昇ってない者…初心・打懸 

2 「群書類従」編纂への想い 

 ★群書類従刊行の決意 

  ・世の国学する人の良きたすけになるように 

  ・菅原道真…「類聚国史」を参考 

   892 年完成、18 分類、205 巻 

   これらは、応仁の乱で散逸 

  ・中国の文献「漢魏叢書」（かんぎそうしょ） 

  ・1 巻 2 巻の分量の少ない書物こそ散逸いやすい。 

しかも価値あるもの 

  ・古代・中世・近世の貴重な古典文献の収集⇒神社、

仏閣、大名、公家等 

   「門外不出、他見を許さず」⇒焼失、散逸 

   名古屋、京都、伊勢、大坂、奈良など・・・資金援助、

資料調査 

 ★群書類従の歴史的意義 

  ・日本の歴史、文化、民族性の追求：遠大な国家の

文教政策にかかわる検校は数百年先を見通す鋭

い眼力を備えていたいと言わねばならない 

  ・原典史料主義で私意を加えず、何事も史料に語ら

せる。客観性重視、比較検討。史料の鑑別・精選

に頭を使う。 

 ★群書類従の内容 

  ・文献収録数 1273 点、全 666 冊、25 の部門に分け

た。 

  ・神祗、帝王、補佐,、伝、官職、律令、公事、装束、

文筆、消息、和歌、連歌、物語、日記、紀行、管弦、

蹴鞠、鷹、遊戯、飲食、合戦、武家、釈家、雑（この

順序は、価値ある順を示している） 

 ★保己一の心眼及び信念 

  ・雑部に巻 474『聖徳太子 17 箇条憲法』を入れた理

由として、第 2 条 神・儒・仏であったことが仏・法・

僧になおされていることから（時代背景の認識） 

  ・武家を 23 番目に位置づけたこと 

  ・群書類従の出版・・・今物語一巻板行出来、但是は

群書類従の外也（宣文） 

   天明 6 年（1786）200 部、限定予約出版  

定価 48 両 

   毎月 4 冊配本、14 年で完結。出版事業家としての

才能を発揮 

3 「群書類従」版木・苦難の変遷 

  1779    34 歳 群書類従編纂を決意 

  1786    41 歳 見本版「今物語」刊行 

  1792    47 歳 江戸の大火で焼失（麻布・笄橋付

近より出火） 

  1798    53 歳 版木を品川・御殿山に移す 

  1819    74 歳 完成（41 年目） 

  1821    76 歳 逝去（9 月 12 日 

  1862 文久 2 年 二代目・塙次郎（忠宝）暗殺される 

             伊藤博文・山尾庸三 



（何者かにデマを流される） 

  1868 明治 元年 和学講談所閉鎖 

  1876     9 年 三代目・塙敬太郎（忠韶）浅草文 

庫に献納 

  1890    23 年 内閣文庫に移管（以降不明） 

  1909    42 年 文部省構内から偶然にも発見さ 

れる 

  1914 大正 3 年 四谷・愛染院に移す 

  1923    12 年    同上   関東大震災で倒壊 

  1927 昭和 2 年 温故学会会館を建設 

  1945    20 年 東京大空襲、会館にも焼夷弾投 

下さる 

  1957    32 年 国・重要文化財に指定 

4 こぼればなしのあれこれ 

 ★ヘレン・ケラーが人生での目標にしていた人 

  訪日 3 回 

（昭和 12 年：埼玉会館でも講演、23 年、30 年） 

 ★渋沢栄一は塙保己一を次のように評している 

① 強固な意志の持ち主 

② 何事にも活動的 

③ 清廉潔白で無欲 

④ 心が広く、人の意見によく耳を傾けた 

⑤ とっさの場合に機転がきくユーモアと心の余裕

があった 

⑥ 信じられないほどの記憶力の持ち主 

5 塙保己一から学ぶ 

 ☆常に「心眼」によって、物事の本質や奥義を知り、 

深い学問を追求した 

 ☆感情的に怒るようでは仕事は成就しない 

 ☆お世話になる人々に感謝し、誠実に謙虚に生きて 

いくことを信念とした 

 ☆目が見えないから無理だろう、前例がない、時期尚

早である、という既成概念をもたず、全身全霊で人

生を駆け抜けた 

おわりに 一言、ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

［出席報告］ 

 

 

 

 

［スマイルボックス報告］ 

●中田盛夫会員 

 ヒラメ４キロ釣り上げましたので報告します。 

●小林達郎会員 

 みなさんようこそ。 

●井上  亮会員 

 結婚祝いありがとうございます。62 歳になります。 

 元気なのでまだまだ頑張っていきます。 

●昆  裕司会員 

 ようこそいらっしゃいました。本日はよろしくお願いしま

す。 

●金子桐絵会員 

 １０月に入りました。今月もどうぞよろしくお願い致しま

す。 

●高木康夫会員 

 本庄より竹並万吉様、荒井一夫様、戸塚道夫様、 

 幸手にようこそお越しくださいました。塙保己一物語 

頑張ります。 

●石橋久充会員 

 皆さん、ようこそ。 

 

 

 

 

［閉会点鐘］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会の出席は、ロータリアンに課せられた最
低の責任です。欠席の連絡は、必ずお願い
致します。

クラブ事務所　℡&Fax　　　0480-44-0056

公共イメージ委員会

大橋秀樹　　落合政之　　大塚　　忠

本日の合計 ¥10,000
本年の合計 ¥128,000

会員数 出席者数 MU 出席者数計 ％

本日 24 15 3 18 75.00%
前回修正 24 24 0 24 100.00%

前々回修正 24 24 0 24 100.00%


